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図1. 北部および東部の活動域で発生した地震の震源分布図（断面図）。地震発生順で色付けされている。複数の面
を用いて地震が発生し、深部側から浅部側に震源が移動していることが分かる（吉田・他, 2022）。

図2. 地震活動及び流体の移動の概念図（Amezawa et al., 2023）。

ポイント

• 能登半島北部珠洲市周辺で継続する地震活動（2023年5月以前）は主に４つの領域で起こっ
ており、北部、東部の活動域の地震では、複数の面を用いて地震が発生し、深部側から浅部
側に震源が移動する。

• 地震観測、測地観測、電磁気観測等で得られたデータの解析結果から、一連の地殻活動は流
体が駆動している可能性が考えられる。

• 地震活動の長期化の要因の一つとして、震源移動（拡散）速度が遅いことが可能性として考
えられる。
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